
屋
上
広
告
物

号

外�十二
平

成
十
九
年

四

月

一

日

表
示
面
積

個

数

二
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下(

堅
固
な
建
築
物
に
掲
示
す
る
場
合
を

除
く
。)

原
則
と
し
て
建
築
物
一
棟
に
つ
き
一
個
ま
で(

堅
固
な
建
築
物
に

掲
示
す
る
場
合
を
除
く
。)

目

次

告

示

○
岐
阜
県
屋
外
広
告
物
条
例
に
よ
る
屋
外
広
告
物
景
観
モ
デ
ル
地
区
の

指
定

(

都
市
政
策
課)

一
ペ
ー
ジ

○
岐
阜
県
屋
外
広
告
物
条
例
に
よ
る
地
域
、
場
所
及
び
物
件
の
指
定
に

関
す
る
告
示
の
一
部
改
正

(

同

)

三

告

示

岐
阜
県
告
示
第
二
百
六
十
七
号

岐
阜
県
屋
外
広
告
物
条
例(

昭
和
三
十
九
年
岐
阜
県
条
例
第
四
十
七
号)

第
二
十
五
条
第
一
項
に
規

定
す
る
屋
外
広
告
物
景
観
モ
デ
ル
地
区
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
条
例
第
四
十
七
条
の
規
定

に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
十
九
年
四
月
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

モ
デ
ル
地
区
の
名
称
及
び
区
域

名
称

可
児
市
広
見
東
モ
デ
ル
地
区

区
域

可
児
市
瀬
田
、
柿
田
、
渕
之
上
、
平
貝
戸
及
び
石
森
地
内
全
域

二

モ
デ
ル
地
区
景
観
指
針
の
概
要

指
定
区
域
に
お
け
る
広
告
物
等
に
関
す
る
指
針

１

モ
デ
ル
地
区
に
お
け
る
広
告
物
等
に
関
す
る
基
本
構
想

�
人
と
自
然
が
調
和
し
た
良
好
な
景
観
を
維
持
す
る
。

�
屋
外
広
告
物
の
デ
ザ
イ
ン
の
統
一
を
図
る
。

２

モ
デ
ル
地
区
に
お
け
る
良
好
な
景
観
を
維
持
す
る
た
め
の
当
該
モ
デ
ル
地
区
の
特
性
に
応
じ
た

広
告
物
の
表
示
又
は
広
告
物
を
掲
出
す
る
物
件
の
設
置(

以
下｢

広
告
物
等
の
表
示
又
は
設
置｣

と
い
う
。)

に
関
す
る
基
準
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

( ) 平成19年４月１日 岐 阜 県 公 報 号 外 �１
�

�
岐

阜

県

公

報

号

外

毎
週

(

火
曜
日

金
曜
日)

発
行

(

休
日
に
当
た
る

と
き
は
翌
日)

平
成
十
九
年
四
月
一
日



野
立
広
告
物

(

案
内
用
広

告
物
の
う
ち

集
合
看
板)

野
立
広
告
物

(

自
家
広
告

物) 電
柱
の
類
を

利
用
す
る
広

告
物(

そ
で

付
け
に
す
る

広
告
物)

電
柱
の
類
を

利
用
す
る
広

告
物(

巻
き

付
け
に
す
る

広
告
物)

突
出
広
告
物

壁
面
広
告
物

表
示
方
法

高

さ

表
示
面
積

高

さ

表
示
面
積

設
置
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

町
名
表
示

色 下
端
の
高

さ 表
示
面
積

個

数

道
路
上
へ

の
出
幅

表
示
面
積

個

数

表
示
面
積

高

さ

集
合
看
板
一
基
当
た
り
、
小
口
看
板
は
四
枚
と
し
、
間
に
風
抜
き

を
設
け
る
こ
と
と
す
る
。

小
口
看
板
の
サ
イ
ズ
は
、
縦
〇
・
八
メ
ー
ト
ル
、
横
三
・
一
メ
ー

幹
線
道
路
の
路
面
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
以
下

片
面
九
・
九
二
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
、
か
つ
、
両
面
十
九
・
八

四
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下

十
五
メ
ー
ト
ル
以
下

一
個
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下

広
告
物
の
下
段
に
表
示
す
る
。

地
色
は
白
と
す
る
。

文
字
は
群
青
色(

濃
紺
色)

、
脇
文
字
は
黒
色
と
す
る
。

地
表
か
ら
一
・
五
メ
ー
ト
ル

〇
・
四
八
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下(

縦
一
・
五
メ
ー
ト
ル
×
横
〇
・

三
二
メ
ー
ト
ル)

一
の
電
柱
の
類
に
つ
き
一
個(

同
一
の
内
容
及
び
形
状
で
、
か
つ
、

同
一
の
高
さ
に
巻
き
付
け
る
も
の
に
つ
い
て
は
二
個)

突
き
出
し
は
し
な
い
。

二
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下(

堅
固
な
建
築
物
に
掲
示
す
る
場
合
を

除
く
。)

原
則
と
し
て
建
築
物
一
棟
に
つ
き
一
個(

堅
固
な
建
築
物
に
掲
示

す
る
場
合
を
除
く
。)

三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下(

堅
固
な
建
築
物
に
掲
示
す
る
場
合
を

除
く
。)

で
、
か
つ
、
当
該
面
積
の
二
分
の
一
以
下

建
物
高
さ
の
三
分
の
二
以
下

野
立
広
告
物

(

自
家
広
告

物) 電
柱
の
類
を

利
用
す
る
広

告
物(

巻
き

付
け
に
す
る

広
告
物)

突
出
広
告
物

壁
面
広
告
物

屋
上
広
告
物

共
通
基
準

野
立
広
告
物

(

自
家
広
告

物
及
び
案
内

用
広
告
物

(

集
合
看
板)

を
除
く
広
告

物)

で
き
る
だ
け
設
置
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

で
き
る
だ
け
設
置
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

で
き
る
だ
け
設
置
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

で
き
る
だ
け
設
置
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

で
き
る
だ
け
設
置
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

色
彩
は
奇
抜
な
も
の
を
使
用
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

設
置
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

ト
ル
、
風
抜
き
幅
〇
・
一
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

脚
部
の
高
さ
は
、
基
準
道
路
面
よ
り
一
・
五
メ
ー
ト
ル
〜
二
・
五

メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

集
合
看
板
の
支
柱
は
、
三
本
と
す
る
。

二
基
以
上
並
べ
て
設
置
す
る
場
合
は
、
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

上
空
間
を
設
け
る
こ
と
と
す
る
。

小
口
看
板
の
地
色
は
、
白
色
と
す
る
。

小
口
看
板
の
文
字
色
は
、
群
青
色(

濃
紺
色)

と
す
る
。
た
だ
し
、

方
位
を
示
す
矢
印
は
、
オ
レ
ン
ジ
色
と
し
、
黒
色
で
縁
と
り
す
る
。

集
合
看
板
の
外
枠
及
び
支
柱
の
色
は
、
緑
色
と
す
る
。

集
合
看
板
の
表
示
が
片
面
だ
け
の
場
合
は
、
裏
面
は
緑
色
と
す
る
。

色
彩
に
つ
い
て
は
、
地
域
で
決
め
て
い
る
規
格
の
色
彩
見
本
に
よ

る
も
の
と
す
る
。

３

モ
デ
ル
地
区
に
お
け
る
良
好
な
景
観
の
形
成
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
の
当
該
モ
デ
ル
地
区

の
特
性
に
応
じ
た
広
告
物
等
の
表
示
又
は
設
置
に
関
す
る
基
準
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。
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ト
ル
以
内
の
区
域

共
通
基
準

野
立
広
告
物

(
案
内
用
広

告
物
の
う
ち

集
合
看
板)

必
要
以
上
に
大
き
な
広
告
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

で
き
る
だ
け
設
置
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

国
分
寺
本
堂

照�
寺
本
堂

吉
島
家
住
宅

日
下
部
家
住
宅

松
本
家
住
宅

旧
田
中
家
住
宅

旧
田
口
家
住
宅

旧
若
山
家
住
宅

旧
吉
真
家
住
宅

永
保
寺
観
音
堂
、

開
山
堂
附
宝
篋
印

塔

永
保
寺
観
音
堂
、

開
山
堂
附
宝
篋
印 高

山
市
総
和
町

同

市
堀
端
町

同

市
大
新
町

同

右

高
山
市
上
川
原
町

同

市
上
岡
本
町

同

右

同

右

同

右

多
治
見
市
虎
渓
山

町

多
治
見
市
虎
渓
山

町

国
分
寺
境
内
地
の
全
域

照�
寺
境
内
地
の
全
域

指
定
建
造
物
の
周
囲
か
ら
五
十
メ
ー

同

右

同

右

同

右

同

右

同

右

同

右

永
保
寺
境
内
地
の
全
域

永
保
寺
境
内
地
の
全
域

域ら
五
十
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域

域

一
般
国
道
百
五
十

八
号
の
予
定
路
線

塔

荒
川
家
住
宅

旧
遠
山
家
住
宅

安
国
寺
経
蔵

荒
城
神
社
本
殿

阿
多
由
太
神
社
本

殿熊
野
神
社
本
殿

高
山
市
丹
生
川
町

地
内
の
一
般
国
道

百
五
十
八
号
と
の

交
点

旧
遠
山
家
住
宅 高

山
市
丹
生
川
町

大
野
郡
白
川
村

高
山
市
国
府
町

同

右

同

右

同

右
高
山
市
清
見
町
地

内
の
一
般
国
道
百

五
十
八
号
と
の
交

点 大
野
郡
白
川
村 同

右

同

右

安
国
寺
境
内
地
の
全
域

荒
城
神
社
境
内
地
の
全

指
定
建
造
物
の
周
囲
か

熊
野
神
社
境
内
地
の
全

上
記
区
間
の
路

メ
ー
ト
ル
未
満

し
、
都
市
計
画

三
年
法
律
第
百

一
項
第
一
号
に

同

右

岐
阜
県
告
示
第
二
百
六
十
八
号

岐
阜
県
屋
外
広
告
物
条
例
に
よ
る
地
域
、
場
所
及
び
物
件
の
指
定
に
関
す
る
告
示(

昭
和
五
十
四
年

岐
阜
県
告
示
第
二
百
二
十
四
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
適
用

す
る
。平

成
十
九
年
四
月
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

｢

第
一
号
１
の
表
中

｢を
｣

｢に
、

｣

｢を

｣

に
改
め
る
。

｣

第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四

条
例
第
五
条
第
十
五
号
の
区
域

下
呂
市
馬
瀬
馬
瀬
川
の
高
山
市
清
見
町
境
か
ら
下
呂
市
金
山
町
地
内
の
飛�
川
と
の
合
流
点
ま

で
の
区
間
で
両
側
千
メ
ー
ト
ル
未
満
の
区
域

｢

( ) 平成19年４月１日 岐 阜 県 公 報 号 外 �３



線
の
周
囲
五
百

の
区
域
。
た
だ

線
の
周
囲
五
百

の
区
域

線
の
周
囲
五
百

の
区
域
。
た
だ

法(

昭
和
四
十

号)

第
八
条
第

規
定
す
る
用
途

れ
て
い
る
区
域

高
山
南
部
農
免
道

路
の
予
定
路
線

高
山
市
道
江
名
子

ふ
る
さ
と
線
の
予

定
路
線

県
道

岩
井
高
山

停
車
場
線
の
予
定

路
線

東
海
環
状
自
動
車

道
の
予
定
路
線

東
海
北
陸
自
動
車

道
の
予
定
路
線

東
海
北
陸
自
動
車

道
の
予
定
路
線

高
山
市
地
内
の
県

道
岩
井
高
山
停
車

場
線
と
の
交
点

高
山
市
地
内
の
高

山
市
道
石
浦
大
洞

線
と
の
交
点

高
山
市
地
内
の
高

山
南
部
農
免
道
路

と
の
交
点

愛
知
県
境

高
山
市
清
見
町
地

内
の
東
海
北
陸
自

動
車
道
と
の
交
点

高
山
市
清
見
町
地

内
の
東
海
北
陸
自

動
車
道
と
の
交
点 高

山
市
地
内
の
国

道
三
百
六
十
一
号

と
の
交
点

高
山
市
地
内
の
県

道
岩
井
高
山
停
車

場
線
の
予
定
路
線

と
の
交
点

高
山
市
地
内
の
高

山
市
道
石
浦
大
洞

線
と
の
交
点

関
市
地
内
の
東
海

北
陸
自
動
車
道
と

の
交
点

大
野
郡
白
川
村
地

内
の
東
海
北
陸
自

動
車
道
と
の
交
点

大
野
郡
白
川
村
地

内
の
東
海
北
陸
自

動
車
道
と
の
交
点 上

記
区
間
の
路

メ
ー
ト
ル
未
満

上
記
区
間
の
路

メ
ー
ト
ル
未
満

上
記
区
間
の
路

メ
ー
ト
ル
未
満

上
記
区
間
の
路

メ
ー
ト
ル
未
満

し
、
都
市
計
画

項
第
一
号
に
規

域
が
定
め
ら
れ

除
く
。

上
記
区
間
の
路

メ
ー
ト
ル
未
満

地
域
が
定
め
ら

を
除
く
。

上
記
区
間

メ
ー
ト
ル

線
の
周
囲
五
百

千
メ
ー
ト
ル
以

線
の
周
囲
五
百

千
メ
ー
ト
ル
以

の
路
線
の
周
囲
五
百

未
満
の
区
域

線
の
両
側
五
十

の
区
域

線
の
両
側
五
十

の
区
域

線
の
両
側
五
十

の
区
域

法
第
八
条
第
一

定
す
る
用
途
地

て
い
る
区
域
を

東
海
北
陸
自
動
車

道
の
予
定
路
線

一
般
国
道
百
五
十

八
号
の
予
定
路
線

東
海
北
陸
自
動
車

道
の
予
定
路
線

高
山
市
清
見
町
地

内
の
東
海
北
陸
自

動
車
道
と
の
交
点

高
山
市
丹
生
川
町

地
内
の
一
般
国
道

百
五
十
八
号
と
の

交
点

高
山
市
清
見
町
地

内
の
東
海
北
陸
自

動
車
道
と
の
交
点 大

野
郡
白
川
村
地

内
の
東
海
北
陸
自

動
車
道
と
の
交
点

高
山
市
清
見
町
地

内
の
一
般
国
道
百

五
十
八
号
と
の
交

点

大
野
郡
白
川
村
地

内
の
東
海
北
陸
自

動
車
道
と
の
交
点 上

記
区
間
の
路

メ
ー
ト
ル
以
上

内
の
区
域

上
記
区
間
の
路

メ
ー
ト
ル
以
上

内
の
区
域

上
記
区
間

メ
ー
ト
ル

内
の
区
域

第
六
号
の
表
中

｢を

｣

に
改
め
る
。

｣

｢

第
九
号
の
表
中

｢を
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の
路
線
の
周
囲
五
百

以
上
千
メ
ー
ト
ル
以

下
呂
市

小
坂
町

地
内
の

県
道
下

呂
小
坂

線
と
の

交
点

下
呂
市

小
坂
町

地
内
の

県
道
下

呂
小
坂

線
と
の

交
点

高
山
市

・
飛�市境 富

山
県

境

下
呂
市

・
高
山

市
境

富
山
県

境

山
県 上

記
区
間
の
路

線
の
両
側
五
百

メ
ー
ト
ル
未
満

の
区
域上

記
区
間
の
路

線
の
両
側
五
百

メ
ー
ト
ル
未
満

の
区
域

郡
上
市

高
鷲
町

地
内
の

県
道
鮎

立
恩
地

線
と
の

交
点

郡
上
市

高
鷲
町

地
内
の

県
道
鮎

立
恩
地

線
と
の

交
点

高
山
市

荘
川
町

牧
戸
地

内
の
一

般
国
道

百
五
十

八
号
と

の
交
点郡

上
市

・
高
山

市
境

上
記
区
間
の
路

線
の
両
側
千
メ

ー
ト
ル
以
内
の

区
域

上
記
区
間
の
路

線
の
両
側
五
百

メ
ー
ト
ル
以
上

千
メ
ー
ト
ル
以

内
の
区
域

上
記
区
間
の
路

線
の
両
側
千
メ

ー
ト
ル
以
内
の

区
域

上
記
区
間
の
路

線
の
両
側
五
百

メ
ー
ト
ル
以
上

千
メ
ー
ト
ル
以

高
山
市

荘
川
町

牧
戸
地

内
の
一

般
国
道

百
五
十

八
号
と

の
交
点高

山
市

・
白
川

村
境

富
山
県

境

富境

｣

に
改
め
る
。

｣

別
表
一
中｢

岐
阜
市
域
内｣

の
下
に｢

、
高
山
市
域
内｣

を
加
え
る
。

｢

別
表
一
の
表
５
の
項
中

｢を

｣

｢

に
改
め
、
同
表
６
の
項
中

｣

｢を

｣

に
改
め
、
同
表
８
の
項
を
次
の
よ

( ) 平成19年４月１日 岐 阜 県 公 報 号 外 �５



８

一
般
国

道
百
五

十
八
号

福
井
県

境

郡
上
市

白
鳥
町

向
小
駄

良
地
内

の
一
般

国
道
百

五
十
六

号
と
の

交
点

下
呂
市

馬
瀬
名

丸
地
内

の
新
日

和
田
ト

ン
ネ
ル

下
呂
市

・
高
山

市
境

内
の
区
域

下
呂
市

馬
瀬
名

丸
地
内 下

呂
市

・
高
山

市
境

高
山
市

清
見
町

楢
谷
地

内
の
県

道
高
山

清
見
線

と
の
交

点

下
呂
市

・
高
山

市
境

上
記
区
間
の
路

線
の
両
側
千
メ

ー
ト
ル
未
満
の

区
域

上
記
区
間
の
路

線
の
両
側
五
百

メ
ー
ト
ル
未
満

の
区
域上

記
区
間
の
路

線
の
両
側
千
メ

ー
ト
ル
未
満
の

上
記
区
間
の
路

線
の
両
側
千
メ

ー
ト
ル
以
内
の

区
域

39 20

上
記
区
間
の
路

線
の
両
側
五
百

メ
ー
ト
ル
以
上

千
メ
ー
ト
ル
以

内
の
区
域

県
道

古
川
清

見
線

一
般
国

道
四
百

七
十
二

号

飛�
市

古
川
町

地
内
の

飛�
市

・
高
山

市
境

上
記
区
間
の
路

線
の
両
側
五
百

メ
ー
ト
ル
未
満

の
新
日

和
田
ト

ン
ネ
ル

高
山
市

・
郡
上

市
境

郡
上
市

八
幡
町

旭
地
内

の
一
般

国
道
二

百
五
十

六
号
と

の
交
点

区
域

上
記
区
間
の
路

線
の
両
側
千
メ

ー
ト
ル
以
内
の

区
域

｣

う
に
改
め
る
。

｢

別
表
一
の
表
11
の
項
中

｣

に
改
め
、
同
表
中
15
の
項
を
削
り
、
16
の
項
を
15
の
項
と
し
、
17
の

｣

項
か
ら
19
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
表
20
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
、
同
項
を
同
表
19
の

項
と
す
る
。

別
表
一
の
表
中
21
の
項
を
20
の
項
と
し
、
22
の
項
を
削
り
、
23
の
項
を
21
の
項
と
し
、
24
の
項
か
ら

26
の
項
ま
で
を
二
項
ず
つ
繰
り
上
げ
、
27
の
項
を
削
り
、
28
の
項
を
25
の
項
と
し
、
29
の
項
か
ら
32
の

項
ま
で
を
三
項
ず
つ
繰
り
上
げ
、
33
の
項
を
削
り
、
34
の
項
を
30
の
項
と
し
、
35
の
項
を
31
の
項
と
し
、

36
の
項
を
削
り
、
37
の
項
を
32
の
項
と
し
、
38
の
項
を
33
の
項
と
し
、
同
表
39
の
項
を
次
の
よ
う
に
改

め
、
同
項
を
同
表
34
の
項
と
す
る
。
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３ 79

東
海
旅

客
鉄
道

高
山
本

線 大
規
模

林
道
高

山
・
大

山
線

各
務
原

市
・
加

茂
郡
坂

祝
町
境

高
山
市

・
飛�市境 高

山
市

・
飛�市境 一

般
国

道
四
十

一
号
と

の
交
点

下
呂
市

・
高
山

市
境

富
山
県

境 飛�
市

神
岡
町

打
保
宮

ノ
外
五

百
四
十

三
番
地

の
二
十

一
地
先

上
記
区
間
の
路

線
の
両
側
三
十

メ
ー
ト
ル
未
満

の
区
域

の
区
域

上
記
区
間
の
路

線
の
両
側
千
メ

ー
ト
ル
以
内
の

区
域

上
記
区
間
の
路

線
の
両
側
千
メ

ー
ト
ル
以
内
の

区
域

上
記
区
間
の
路

線
の
両
側
三
十

メ
ー
ト
ル
以
上

千
メ
ー
ト
ル
以

内
の
区
域

別
表
一
の
表
中
40
の
項
を
35
の
項
と
し
、
41
の
項
か
ら
53
の
項
ま
で
を
五
項
ず
つ
繰
り
上
げ
、
54
の

項
を
削
り
、
55
の
項
を
49
の
項
と
し
、
56
の
項
及
び
57
の
項
を
削
り
、
58
の
項
を
50
の
項
と
し
、
59
の

項
か
ら
61
の
項
ま
で
を
削
り
、
62
の
項
を
51
の
項
と
し
、
63
の
項
か
ら
71
の
項
ま
で
を
十
一
項
ず
つ
繰

り
上
げ
、
72
の
項
か
ら
77
の
項
ま
で
を
削
り
、
78
の
項
を
61
の
項
と
し
、
同
表
79
の
項
を
次
の
よ
う
に

改
め
、
同
項
を
同
表
62
の
項
と
す
る
。

別
表
一
の
表
80
の
項
を
削
る
。

別
表
二
中｢

岐
阜
市
域
内｣

の
下
に｢

、
高
山
市
域
内｣

を
加
え
る
。

別
表
二
の
表
３
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

( ) 平成19年４月１日 岐 阜 県 公 報 号 外 �７
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平
成
十
九
年
四
月
一
日
印
刷

平
成
十
九
年
四
月
一
日
発
行

岐
阜
市
薮
田
南
二
丁
目
一
番
一
号

発
行
者

岐

阜

県

発
行
所

岐

阜

県

庁

印
刷
者

岐
阜
市
三
輪
ぷ
り
ん
と
ぴ
あ
十
三
―
一

飯

尾

寛

印
刷
所

岐
阜
市
三
輪
ぷ
り
ん
と
ぴ
あ
十
三
―
一

岐

阜

文

芸

社

定
価
一
か
年
四
八
、
〇
〇
〇
円(

送
料
共)

(

消
費
税
二
、
二
八
六
円
を
含
む
。)


